
































施者は約 4500 件、アンケート回収は約 1500 件、う
ち有効回答 1132 件、健康診断結果と結合した有効
データは 1055 件であった。
研 究 課 題
労働者の生活習慣病予防のための健康サポート機能の検討
― 健康意識と検診結果のギャップに焦点を当てて ―
研究代表者 初 鹿 静 江（人間学研究科博士後期課程福祉・臨床心理学専攻）
（２）健康診断結果内容（データとして取り込んだ内容）
①年齢　②性別　③検査結果数値（BMI・血糖値・
中性脂肪・HDL コレステロール・γ ‐ GTP・GOT・
GPT・尿酸・最低血圧値および最高血圧値）④総合判
定 A ～ G（A 異常なし、B 有所見著変なし、C 要経過









１）食生活習慣について 10 項目 4 件法
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